
平成３０年度 各調査結果等を活用した学力保障の取り組み事例

事務所名 沿岸南部 学校名 陸前高田市立気仙小学校 ＴＥＬ ０１９２－５５－２９３２

【今年度の目標】

・平成 30年度 岩手県学習定着度状況調査正答率を、県比１０５％以上にする。
・児童質問紙の「振り返り」についての質問で、「そう思う」と答える児童を８０％以上に増やす。

【組織的な対応を図る上で工夫した点】

１ ＲＰＤＣＡサイクルの確立
２ 時間を保障する教育課程の工夫
３ 家庭・中学校と連携した取組
４ 授業力向上の取組

【具体的な取組】

１ ＲＰＤＣＡサイクルの確立
年度初めに「標準学力調査」を２~６学年で実施し、学力調査分析による実態把握（Ｒ）から、各学

年毎の実態に応じた学力向上対策の立案（Ｐ）を行う。その後、計画に沿った実践（Ｄ）を積み重ね、
年度途中には学力向上計画の見直しをし（Ｃ）、児童の力を伸ばすことができるよう実践（Ａ）してき
た。具体的な取組は、校内学力向上対策会議等で共通理解を図り、有効な手立てがとれるようにしてき
た。

(1) 学力向上計画の作成
４月に実施される標準学力調査を各担任が採点し、結果を

分析する。その際正答率７０パーセント以下の問題を抽出し
分析する。それをもとに対策を設定し全職員で交流する。10
月にはこれまでの取り組みや児童の実態を踏まえ、改善策を
立て、全職員で交流する。
このように、全職員で交流することで、担任外が学年の課

題を把握した状態で各学年の指導に加わることができた。ま
た、11 月にこれまでの実践を振り返ることで、自分の学年の児
童に付けたい力が身に付いたのかを見つめなおすことができ
た。そして、１年の折り返しの時期に学力向上対策を修正する
ことで、より児童の実態に合わせた取組につなげることができ
た。

(2) 全国学調の問題理解
今年度も全国学調のＢ問題(国語・算数）を全職員で解いた

自分で解くことで、どのような力を児童に付ける必要がある
のかを確認することができた。また、全職員で分担し児童の
解答用紙を採点した。そのことにより、実際に児童がつまず 【資料２】学力向上対策（算数）
いた問題を把握し、本校児童の課題をつかむことができた。

教育課程の工夫と家庭との連携による学力向上の取組
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２ 時間を保障する教育課程の工夫
学力向上の時間を保障するために、本校では週時程

を工夫している。
(1) チャレンジテスト

月に１度、朝学習の時間を利用して計算と漢字のテ
ストを交互に行っている。事前に問題の範囲等を知ら
せ、90 点を目標に設定している。目標点を下回った
児童は目標点が達成できるまで、テストを繰り返す。
テストの点数は保護者にカードで知らせ、コメントの
記入をお願いし、連携を図っている。

(2) ちょこっとタイム
基礎的な内容の定着を目指し、全学年で実施。担任

外の教師も含め、職員２名で指導に当たっている。
(3) ぐんぐんタイム

身に付いた力を活用して、課題を解決する力の育成
を目的としている。主に活用問題にチャレンジする時
間ととらえ４～６学年で実施している。担任外の教師
も含め、各学年とも職員２名が指導に当たっており個
別の指導も行っている。問題の内容・準備等課題もあ
るが、こつこつ積み重ねることが児童の学力向上につ
ながっている。
月曜設定のため時間の確保が難しく、昨年度は年間

10 回程度しか実施できなかった。そこで、今年度か
ら【ミニぐんぐんタイム】の導入を加え、時間を確保
できるようにした。

３ 家庭・中学校と連携した取組
本校では、左の表の通り知・徳・体のバランスを考え

ながら家庭と連携した取組を行っている。保護者は協力
的であるので、成果につながっている。

(1) 中学校との連携
本校児童は卒業後、
陸前高田市立高田第
一中学校へ入学する。
高田第一中学校へは
市内５校の小学校卒
業生が入学する。そ
こで、小学校５校と
中学校が足並みをそろえることができるよう、「学校
・家庭・地域で育てる小中連携アクションプラン」を
作成し、各家庭へ配付している。

(2) 家庭学習パワーアップ週間について
中学校のテスト期間

と合わせて取組期間を
設定。ノーメディアと
家庭学習時間６０分以
上を目標にしている。
カードに学習内容(宿

題・音読・一人勉強・
読書・その他）と学習
時間を明記することで、
家庭学習の定着を図っ
てきた。

内容で当てはまるものにま

るをつけ、時間を記入する。

保護者からのコメント

家庭と連携した取組の実際



(3) ノート展示
家庭学習パワーアップ週間１回目 ＜ノート展示＞ ＜ ノートコンテスト＞

から３回目までは、全員のノートを
各学年の廊下に展示している。また、
ノートと一緒にコメント用紙を置
き、児童が自由にコメントを記入し
ている。職員は分担してコメントを
記入。そして、コメント用紙を家庭
学習ノートに貼ることで、児童の意
欲につなげている。
４回目は、ノートコンテストを行
っている。「びっしり部門」「てい
ねい部門」等４つの部門に児童一人
一人が自分で選んでエントリーし、
シールで投票。目標が明確になり、
児童は工夫しながら学習することが
できた。また、互いのノートを比較
しながら見ることができ、良い刺激
となっている。

４ 授業力向上の取組
(1) 自己研究計画の立案

平成２８年度より、自己研究に取り組ん
でいる。次の手順で計画を立案し、授業実
践を行っている。
①各担任が児童の実態や教師自身の課題等
も踏まえ、教科を決定する。

②標準学力調査の結果や児童アンケートの
結果をもとにめざす子ども像を設定する。

③本校の研究の視点である「展開段階の学
び合いの在り方」「終末段階での振り返
りの在り方」「学びの深化が自覚できる
ノート・シートの工夫」の３つについて
「達成された姿」と「手立て」を決める。
④１学期末・２学期末・授業研終了後に授
業について評価し、授業改善につなげる。

(2) 調査結果をもとにした授業改善の取組（３学年：算数）
３年担任は今年度算数科の授

業改善に取り組んでいる。４月
に実施した標準学力調査では、
牛乳のかさにふさわしい単位を
選ぶ問題や一番長い長さを選ぶ
問題など、「測定」領域の正答
率が低かった。つまり、量感を
持つことや単位の関係をおさえ
ることなどが課題として挙げら
れた。
そこで、様々な単位を使う経
験や既習を生かして自分の考え
を持てるように促し、その考え
をもとに、それぞれの根拠を聞
き合いながら重さの見当をつけ
るための学び合いができるよう
に授業を組み立てた。
研究授業では、児童が意欲を

持ち続けられるような課題やシ
ート・環境を工夫した。児童は
楽しみながら、見当をつけたり
測定したりしながらグループ学
習を進めることができた。

良いと思うノートにシール

で投票。

ノートを見て良いところに

ついてコメントを書く。

学年の実態をもとに目指す子ど

も像を設定。学級経営の視点も加

味して決定している。

３つの研究の視点に沿って手立

て、成果、課題を記入し、自己の課

題と向き合っていく。

見当をつけるとき、「犯人の可能

性」を予想させたシート。

児童が意欲的に学習できるような授業環境
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「重さで犯人を見つけろ！ウルトラ

Ｃポリス出動」と単元構成を工夫。



(3) 振り返りシートの工夫（５学年：外国語）

ゴールへ向けての自分の成長を感じさせた

いと考え、写真のようなシートを作成した。

授業では、本時のねらいを明確にし、学び合

いで分かったこと、気付いたこと等に触れな

がら振り返りシートに書くよう促した。

振り返りシートは単元分をまとめて作成し、

提示することで児童もゴールを意識すること

ができた。シートには、評価の観点も明記し

ており、児童はその観点に沿って書くことが

できるようになった。

また、書く活動もシートに位置付けている。

(4) 個別の指導目標を設定した授業実践（４学年：算数）

４年生は７名の少人数学級である。そこで、

個別の指導を充実させるために指導目標を設定

した。個別の指導目標を設定したことで、一人

一人に付けたい力を明確に持ち、指導に当たる

ことができた。

今後、検証方法も計画し、付けたい力がどれ

くらい付いたのかを客観的に見取ることができ

るようにしたい。

また、少人数学級の良さを最大限に生かす指

導の工夫がこれからのポイントになると考え

る。対話的で主体的な学び合いができるよう、

鍛えていく必要がある。

【成果】

１ 今年度の目標から

(1) Ｈ３０岩手県学習定着度状況調査正答率を、県比１０５％以上にする。

国 語 社 会 算 数 理 科 ・４教科とも県比１０５％を

以上であり、目標を達成す

正答率（本校） ７１．７ ８１．７ ７６．６ ７６．３ ることができた。特に算数

は県比１３２％と、正答率

県比 １１７．４ １１５．４ １３２．０ １１８．０ が高かった。

(2) 児童質問紙の「振り返り」について肯定的な捉えの児童を８０％以上に増やす。

よく行っている どちらかといえば行っている 合 計

８７％ １３％ １００％

・肯定的に捉えている児童は１００％となり目標を達成することができた。

２ 具体的な取組から

・ＲＰＤＣＡを意識した取組を行うことで、目指す子どもの姿を意識した授業の積み重ねができた。ま

た、児童の実態をふまえ自己研究に取り組んだことで、授業改善につなげることができた。

・学力向上の時間を保障し、それぞれの取組を確実に行うことが学力向上につながることを確認するこ

とができた。また、全職員で共通理解のもと児童一人一人の実態に合わせた声がけを行うことができ

た。

・家庭学習パワーアップ週間を初め様々な取組でカードを活用している。保護者の前向きな励ましの

コメントが、児童の励みとなっている。

・平成３０年度岩手県新入生学習状況調査の生徒質問紙でも、「振り返り」について肯定的な捉えの生

徒(本校の卒業生）が８０%を越えた。小学校での取組の成果と捉えることができる。

【課題】

・６年児童は標準学力調査では、国語・算数ともに全国比１１０％以上だったが、全国学調の活用的な

問題の正答率が低かった。つまり、基礎的な力は身に付けているが、身に付けた力を活用する力がま

だ育っていないと言える。これからも学年の課題を克服するための視点を大切にした授業改善や「ぐ

んぐんタイム」の内容の工夫など改善していく必要がある。

「気付き」「慣れ

親しみ」「コミュニ

ケーション」等どの

観点で振り返りを書

くかが明記されてい

る。

レディネス

テストの結果

及び普段の授

業の様子をも

とに課題を立

て、単元で付

けたい力を設

定した。


